
質問内容 解説 

シート１ 練習問題②（２）、（３） 

 

（２）               （３） 

 

 

 

 

 

 答え  ２×３ 3          答え  ２×３ 2×７ 

相対度数の計算 相対度数は（各階級の度数）÷（度数の合計）で求める

ことができます。 

例えば、２．３５～２．５０の階級の度数が３７で、この資料

の度数の合計は８０なので、２．３５～２．５０の階級の相対

度数は３７÷８０＝０．４６（※小数第二位四捨五入） 

シート１ 発展問題 １５４をこのまま素因数分解すると、１５４＝２×７×１１となる。 

１２×数という形をつくるために、６をかけることで 

１５４×６＝２×７×１１×６ 

       ＝１２×７×１１ 

       ＝９２４ 

よって１５４にできるだけ小さい自然数をかけて１２の倍数に

するためには、６をかければよい。 

シート３ 練習問題②（２） 多項式の次数は、各項の次数のうち最大の次数になる。 

（２） a －b ＋５＝a ＋（－b ）＋（＋５）なので、この多項式の

項はa 、－b 、５となる。a の次数は１、－bの次数は１、５の次

数は０なので、最大の次数は１になる。 

よってa －b ＋５は一次式である。 

 

２ ） ５４   

３ ） ２７        

３ ）  ９   

     ３   

       ２ ） １２６   

      ３ ）   ６３   

      ３ ）   ２１   

             ７   


